
わ
が
国
の
出
生
性
比
の
上
昇
に
つ
い
て

義
■て

関

弥
　
三
　
郎

一
一
一三四五

山
ハ七

出
生
性
比
の
恒
常
性

わ
が
国
の
出
生
性
比
の
上
昇

出
生
性
比
上
昇
の
要
因

死
産
と
出
生
性
比

都
市
、
農
村
別
の
出
生
性
比

母
の
年
令
、
出
産
順
位
と
出
生
性
比

出
生
性
比
と
推
測
統
計
理
論

　
　
　
　
　
　
　
一
　
出
生
性
比
の
恒
常
性

　
個
々
の
家
庭
や
産
院
ま
た
は
小
さ
い
地
域
の
経
験
か
ら
は
一
般
的
な
出
生
児
の
男
女
の
比
率
の
い
か
ん
は
容
易
に
知
り
得
な
い
の

で
あ
る
が
・
こ
れ
を
大
き
な
地
域
に
っ
い
て
み
る
時
は
常
に
男
児
が
女
児
よ
り
も
若
干
多
く
生
れ
、
男
児
出
生
超
過
の
程
度
が
ほ
ぽ

一
定
し
て
い
て
そ
れ
の
変
動
の
範
囲
は
極
め
て
小
さ
い
こ
と
は
、
既
に
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
統
計
学
の
源
流

の
一
つ
で
あ
る
政
治
算
術
の
創
始
者
Ｊ
・
グ
ラ
ソ
ト
は
そ
の
著
『
死
亡
表
に
関
す
る
自
然
的
お
よ
び
政
治
的
諸
観
察
』
に
お
い
て
、

　
　
　
わ
が
国
の
出
生
性
比
の
上
昇
に
っ
い
て
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
（
三
八
一
）

二



“

　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
．
第
三
・
四
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
二
　
（
三
八
二
）

ロ
ン
ド
ソ
に
お
げ
る
三
三
年
問
の
洗
礼
数
の
資
料
か
ら
出
生
児
の
男
女
の
比
率
は
男
一
四
に
対
し
て
女
二
二
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し

（
１
）

た
。
そ
の
後
大
陸
に
お
い
て
グ
ラ
ソ
ト
の
研
究
を
受
げ
継
い
だ
ブ
ロ
イ
セ
ソ
の
牧
師
Ｊ
・
Ｐ
・
ズ
ユ
ー
ス
ミ
ル
ヒ
は
そ
の
主
著
『
神

の
秩
序
』
に
お
い
て
、
小
さ
い
地
区
で
は
反
犬
の
事
例
が
み
ら
れ
て
も
大
数
に
お
い
て
は
必
ず
男
児
の
出
生
超
過
が
み
ら
れ
、
且
つ

そ
の
比
率
は
常
に
一
定
し
て
お
り
女
一
、
○
○
○
に
対
し
て
男
一
、
〇
五
〇
（
二
〇
対
二
一
）
で
あ
る
と
述
べ
て
い
払
・
２
）
そ
し
て
ズ

ユ
ー
ス
、
、
、
ル
ヒ
は
男
性
が
労
働
、
飲
酒
の
不
節
制
に
よ
り
女
性
よ
り
も
早
く
死
亡
し
ま
た
戦
争
に
よ
る
男
子
の
損
耗
が
あ
る
の
で
、

神
が
結
婚
期
に
お
い
て
男
女
両
性
の
問
に
著
し
い
不
均
等
が
な
く
ま
た
国
全
体
特
に
農
業
に
禍
害
を
与
え
な
い
た
め
に
よ
り
多
く
の

男
児
を
生
れ
さ
せ
給
う
た
の
で
あ
っ
て
、
男
児
の
一
定
比
率
で
の
出
生
超
過
の
法
則
は
神
の
存
在
、
世
界
の
神
的
統
治
の
例
証
で
あ

　
　
　
　
　
（
３
）

る
と
し
て
い
る
。

　
以
来
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
男
児
の
出
生
超
過
と
そ
の
割
合
の
恒
常
性
が
確
認
さ
れ
、
統
計
的
法
則
な
い
し
は
規
則
性
と
し
て

一
般
に
認
め
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
ま
た
違
っ
た
杜
会
的
、
自
然
的
条
件
の
下
で
は
こ
れ
と
別
個
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
が

　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

明
ら
カ
に
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
な
も
の
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
ユ
　
国
に
よ
り
出
生
性
比
（
出
生
児
の
女
一
〇
〇
に
対
す
る
男
の
割
合
）
は
異
な
る
。

　
２
　
都
市
よ
り
も
農
村
の
方
が
出
生
性
比
は
高
い
。

　
３
　
非
嫡
出
児
は
嫡
出
児
よ
り
も
出
生
性
比
が
低
い
。

　
４
　
戦
争
中
お
よ
び
戦
後
に
出
生
性
比
は
上
昇
す
る
。

　
５
　
出
産
順
位
が
進
む
に
従
っ
て
出
生
性
比
は
低
く
な
る
。

６
　
母
（
お
よ
び
父
）
の
年
令
が
高
く
な
る
に
従
っ
て
出
生
性
比
は
低
く
な
る
。



し
か
し
出
生
性
比
は
戦
争
に
よ
る
一
時
的
な
上
昇
は
あ
る
に
し
て
も
ほ
ぼ
一
定
の
値
を
中
心
に
小
変
動
し
極
め
て
恒
常
的
で
あ
る
と

さ
れ
て
お
り
、
出
生
性
比
の
水
準
そ
れ
白
体
の
上
昇
な
い
し
は
下
降
に
つ
い
て
は
今
ま
で
に
特
に
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
の
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
わ
が
国
の
資
料
に
よ
る
時
は
出
生
性
比
の
恒
常
性
は
短
期
的
に
は
妥
当
す
る
が
長
期
的
に
は
認
め
ら
れ
ず
、
昭
和
に

入
っ
て
か
ら
出
生
性
比
に
上
昇
傾
向
が
存
在
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
後
は
出
生
性
比
の
水
準
が
一
ポ
イ
ソ
ト
高
く
な
っ
て
い
る
の

で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
単
な
る
戦
争
に
よ
る
一
時
的
な
上
昇
と
は
い
い
得
な
い
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
に
お
い
て
ま

ず
わ
が
国
の
出
生
性
比
の
上
昇
の
実
状
を
説
明
し
、
次
に
出
生
性
比
上
昇
の
要
因
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
若
干
の
吟
味
を
加

え
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
（
１
）
　
旨
プ
箏
○
§
■
目
ボ
オ
９
毒
巴
與
■
ｐ
勺
ｏ
－
巨
８
Ｈ
○
茅
胃
く
９
－
◎
易
昌
邑
ｏ
■
ｏ
冒
艘
¢
里
豪
ｏ
｛
く
Ｒ
叶
当
岸
メ
ま
竃
・
　
久
留
問
鮫
造
訳
『
グ
ラ

　
　
　
ソ
ト
　
死
亡
表
に
関
す
る
自
然
的
お
よ
び
政
治
的
諸
観
察
』
昭
和
ニ
ハ
年
（
統
計
学
古
典
選
集
第
三
巻
）
、
　
一
七
五
－
一
八
七
ぺ
ー
ジ
お
よ
び
二
一

　
　
　
六
－
二
三
三
ぺ
ー
ジ
。

　
　
一
２
一
宴
彗
霊
。
二
覧
昌
婁
七
暴
。
・
葦
事
・
○
ま
長
一
箏
雪
尋
菱
警
辱
二
窃
目
・
姜
・
巨
事
彗
Ｏ
、
。
つ
。
巨
、
。
罧
。
。
・
彗
。
。
宥

　
　
　
ｏ
〇
一
Ｕ
毫
ボ
弓
◎
ｐ
■
づ
ｐ
句
ｇ
吾
｛
Ｈ
彗
叶
昌
長
｛
窃
ｏ
り
ｏ
宇
彗
睾
考
－
窃
ｇ
一
ミ
昌
．
高
野
岩
三
郎
、
森
戸
辰
男
訳
『
ズ
ユ
ー
ス
、
、
、
ル
ヒ
　
神
の
秩
序
』

　
　
　
昭
和
二
四
年
（
統
計
学
古
典
選
集
第
二
二
巻
）
、
一
八
七
－
一
九
三
べ
ー
ジ
。

　
　
（
３
）
　
同
右
、
二
四
一
－
二
五
一
ぺ
ー
ジ
。

　
　
（
４
）
　
『
人
口
大
事
典
』
昭
和
三
二
年
、
二
〇
七
ぺ
ー
ジ
。
青
盛
和
雄
「
出
産
順
位
と
出
生
性
比
」
、
『
目
本
統
計
学
会
会
報
』
（
一
九
五
五
年
度
）
、
三
一

　
　
　
－
三
四
ぺ
ー
ジ
。
巾
｝
巨
句
Ｈ
轟
斤
映
昌
肩
■
団
ｏ
く
ひ
寿
胃
■
箏
ｏ
ｑ
ｏ
ｏ
ｏ
り
訂
け
－
ｏ
ｏ
ヰ
打
Ｈ
８
ド
Ｃ
っ
ｃ
ｏ
・
ミ
ｍ
１
ｏ
◎
・

二
　
わ
が
国
の
出
生
性
比
の
上
昇

わ
が
国
で
人
口
動
態
統
計
の
記
録
が
開
始
さ
れ
た
明
治
三
三
年
以
降
の
出
生
性
比
の
推
移
は
図
１
の
と
お
り
で
あ
る
。
明
治
三
八

　
　
わ
が
国
の
出
生
性
比
の
上
昇
に
つ
い
て
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
　
（
三
八
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
三
・
四
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四
　
（
三
八
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
の
え
う
ま

１
四
〇
年
の
三
カ
年
は
三
九
年
の
丙
午
の
迷
信
に
よ
る
影
響
で
出
生
性
比
が
著
し
く
変
動
し
た
た
め
に
作
図
を
省
略
し
て
あ
り
、
ま

た
昭
和
一
九
－
二
一
年
の
三
カ
年
の
空
白
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
混
乱
に
よ
り
資
料
が
欠
除
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　
さ
て
『
人
口
動
態
統
計
』
年
報
に
よ
れ
ぼ
明
治
三
三
年
か
ら
昭
和
四
〇
年
の
問
に
「
出
生
性
比
は
一
貫
し
て
一
〇
五
を
中
心
に
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

ラ
ス
、
マ
イ
ナ
ス
一
の
範
囲
を
上
下
し
て
い
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
出
生
性
比
の
恒
常
性
が
仮
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
図
１
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
、
全
体
と
し
て
み
れ
ぱ
一
〇
五
を
中
心
に
一
〇
四
－
一
〇
六
の
範
囲
内
で
変
動
し
て
い
る
と
言

い
得
て
も
、
時
系
列
的
に
み
る
と
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
は
一
〇
四
－
一
〇
五
の
間
で
変
動
し
て
い
た
の
が
大
戦
後
は
一
〇
五
－
一

〇
六
の
間
で
上
下
し
て
お
り
、
明
確
な
出
生
性
比
の
水
準
の
上
昇
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
人
口
統
計
学
者
の
青
盛
和
雄
氏

　
　
　
　
　
（
２
）

は
最
近
の
論
稿
に
お
い
て
、
過
去
六
〇
年
問
の
出
生
性
比
の
単
純
平
均
を
計
算
す
る
と
前
期
（
明
治
三
三
年
ｉ
昭
和
七
年
、
但
し
明
治
三

八
－
四
〇
年
を
除
く
）
三
〇
カ
年
に
お
い
て
は
一
〇
四
・
五
と
や
や
低
く
、
後
期
（
昭
和
八
－
四
〇
年
、
但
し
一
九
－
二
一
年
を
除
く
）
三

〇
カ
年
は
一
〇
五
．
四
と
上
昇
煩
向
が
見
受
け
ら
れ
る
と
し
つ
つ
も
、
わ
が
国
の
出
生
性
比
の
水
準
の
上
昇
に
つ
い
て
は
特
別
の
注

意
を
払
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
「
昔
か
ら
人
口
統
計
学
上
の
黄
金
律
と
も
称
し
得
べ
き
」
男
児
出
生
超
過
の
法
則
性
の
存
在
と
い
う

青
盛
氏
の
確
信
に
湛
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
青
盛
氏
は
六
〇
年
間
の
出
生
性
比
の
度
数
分
布
は
極
く
軽
度
の
負
の
非
対
称

分
布
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
詳
細
に
観
察
す
る
と
そ
れ
は
双
峰
性
分
布
で
あ
り
（
表
－
参
照
）
異
質
の
分
布
の
混
在
が
予
想
さ
れ

る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
か
ら
も
出
生
性
比
の
水
準
の
変
化
が
伺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
筆
者
は
以
前
に
大
正
末
期
以
降
わ
が
国
の
出
生
性
比
に
緩
い
上
昇
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
大
正
九
年
　
昭
和
三
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

年
の
デ
ー
タ
か
ら
そ
の
上
昇
の
テ
ソ
ポ
は
二
五
年
問
に
一
ポ
ィ
ソ
ト
増
加
す
る
程
度
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
そ
の
後
資
料
を
追
加
し
て
検
討
し
た
結
果
、
わ
が
国
の
出
生
性
比
は



移推の比性生出の国がわけ区

０４５３Ｏ３５２ｏ２５１Ｏ１５

口

　
禾
１

４
昭
１９４－

正
大

３４８３
３
治
３
明

７
１
　
　
　
６
　
　
　
　
５
　
　
　
　
４
　
　
　
　
＾
５

Ｏ
　
　
　
０
　
　
　
０
　
　
　
０
　
　
　
０

１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
明
治
三
三
年
　
大
正
一
四
年
の
二
六
カ
年
問
は
ほ
ぽ
一
〇
四
；
一
〇
五
の
問
で
変
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
安
定
的
で
あ
っ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｇ
っ
　
昭
和
に
入
る
と
漸
次
上
昇
傾
向
を
示
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
の
　
昭
和
二
二
年
以
降
は
一
ポ
イ
ソ
ト
上
の
水
準
の
一
〇
五
－
一
〇
六
の
間
で
再
び
安
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的
な
変
動
を
示
す
に
至
っ
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
出
生
性
比
の
上
昇
傾
向
の
始
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
と
し
た
の
は
、
三
年
お
よ
び
五
年
の
移
動
平
均
線
の
吟
味
と
時
期
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
と
っ
た
出
生
性
比
の
度
数
分
布
の
形
態
の
検
討
の
結
果
、
昭
和
一
年
を
境
と
す
る
の
が
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
妥
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
国
民
生
活
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
程

　
　
　
　
　
　
　
　
和
　
　
の
大
規
模
な
長
期
に
一
旦
る
戦
争
の
場
合
、
戦
争
中
お
よ
び
戦
後
に
出
生
性
比
は
上
昇
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
４
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
が
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
わ
が
国
の
場
合
に
つ
い
て
み
る
と
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
洋
戦
争
に
入
っ
た
昭
和
一
七
年
頃
か
ら
戦
争
直
後
に
か
げ
て
出
生
性
比
が
高
ま
り
、
以
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
低
下
し
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
図
１
に
お
い
て
昭
和
二
二
、
二
五
年
が
異
常
に
高
く

　
　
　
　
　
　
　
点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
前
後
の
年
が
特
に
低
い
の
は
干
支
の
迷
信
に
よ
る
人
為
的
な
撹
乱
が
加
わ
っ
た
た
め
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
時
、
一
九
－
二
一
年
の
資
料
が
欠
除
し
て
い
る
た
め
に
明
確
さ
を
欠

　
　
　
　
　
　
　
蕗
　
　
　
く
嫌
い
は
あ
る
が
、
以
上
の
よ
う
な
戦
争
に
よ
る
出
生
性
比
の
変
動
を
認
め
る
こ
と
が
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
戦
後
の
低
下
は
戦
前
の
水
準
に
ま
で
戻
る
こ
と
な
く
二
六
、

わ
が
因
の
出
生
性
比
の
上
昇
に
つ
い
て
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五
　
（
三
八
五
）



布分数度の比性生出－表

立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
三
・
四
合
併
号
）

数

２

３

５

２

４

３

３

１

３

総

１

１

１

１

６

、

年

２
０

９
一
４

２

３

１

３

９

和
一

１

１

刀
口

’

目

年

１

１
１
８
１

１

４

４

７

２

８

和
一

１

刀
口
目一
年

ｏ
ｏ
４

ｏ
０
１
１

２

２

１

６

４

１

６

治
正

１

２

明
大

満
“

５

Ｏ

５

０

５

Ｏ

５

Ｏ

●

●

●

■

■

計

　
Ｑ
，
Ｕ
　
ｏ
ｏ
　
４
　
４
　
５
末
　
Ｏ
　
（
）
　
（
）
　
（
）
　
Ｏ

５

６

６

７

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

１

１

１

１

１

１

１

１

１

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

Ｏ

５

Ｏ

５

Ｏ

５

Ｏ

５

Ｏ

上

●

●

■

３

３

４

４

５

５

６

６

７

以

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

１

１

１

１

１

ユ

１

１

１

合

較比の差偏準標均平術算２表 数
係
動
変

％
８
８
４
０
１
４
２
５
３
３
６
１
一
〇
・
〇
一
〇
一

７
１
４
２
１
８
１
６
０
　
０

差
偏
準
標

９
３
４
９
４
２
６
５
１
４
７
６
４
８
５
１
０
■
ｊ
１
３
１
　
０
　
０
０

６
７
１
６
１
４
７
４
』
１
６
０
　
０

均
平
術
算

４
７
４
４
８
７
６
２
４
一
４
・
４
・
５
一
１
０
１
０
１
０
１
０

９
３
９
５
０
４
０
４
１
■
　
　
１
■

年
４
０
合
１
４
一
場
正
３
８
た
年
年
大
治
い
１
８
４
０
一
明
除
一
一
３
３
，
を
１
２
２
治
内
年
和
和
明
　
　
昭
昭

を
中
心
に
変
動
し
て
い
た
の
が
第
三
期
で
は
一
・
ニ
ポ
イ
ソ
ト
上
の
一
〇
五
・
六
を
中
心
に
変
動
し
て
お
り
、

第
三
期
の
方
が
第
一
期
よ
り
も
若
干
小
さ
い
こ
と
が
こ
れ
ら
の
表
か
ら
わ
か
る
。

　
以
上
の
説
明
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
わ
が
国
の
出
生
性
比
の
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
の
上
昇
傾
向
お
よ
び
三
〇
年
代
の
高
い
水
準

は
直
接
戦
争
の
影
響
を
受
け
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
且
っ
戦
争
に
よ
る
出
生
性
比
の
上
昇
も
外
国
に
比
べ
る
と
僅
少
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
次
に
外
国
の
出
生
性
比
の
推
移
を
調
べ
て
戦
争
の
影
響
は
ど
の
よ
う
に
現
わ
れ
て
い
る
か
、
そ
し
て
戦
争
と
直
接
的
に
は
無

　
　
一
二
六
　
（
三
八
六
）

二
七
年
頃
で
終
り
、
そ
れ
以
後
は

若
干
上
の
水
準
で
安
定
的
変
動
に

入
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
こ
で
以
上
の
三
つ
の
時
期
別

に
出
生
性
比
の
度
数
分
布
を
調
べ

る
と
表
１
が
得
ら
れ
、
ま
た
（
単

純
）
算
術
平
均
、
標
準
偏
差
お
よ

び
変
動
係
数
を
計
算
す
る
と
表
２

の
と
お
り
で
あ
る
。
今
人
為
的
た

撹
乱
が
著
し
い
明
治
三
八
－
四
〇

年
を
除
い
て
比
較
す
る
と
、
第
一

期
で
は
出
生
性
比
は
一
〇
四
・
四

　
　
　
　
ま
た
変
動
の
程
度
は



移推の比性生出の国外２図

０
６
０
５
０
４
０
３
　
　
０
６
０
５
０
４

１
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ｌ
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
１
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５
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Ｉ
Ｉ
‘
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６
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、＾

イ

’
’

ス

ｏ

ン

カ

６

ド東

ラ

リ

／
バ

■

フ

メ

／

ア

５５

リ

’

一
以

／

Ｏ

ツ
　
　
ギ

５

イ
　
　
イ

１
・
１
・
１

酬
＼
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９
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閉
蝸
岬
閉

６

５６６５

わ
が
国
の
出
生
性
比
の
上
昇
に
つ
い
て

（
関
）

関
係
の
出
生
性
比
の
水
準
の
上
昇
は
存
在
し
な
い
か
ど
う
か
を

調
べ
て
み
よ
う
。
そ
の
場
合
わ
が
国
の
資
料
と
一
致
さ
す
た
め

に
一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
三
年
）
以
降
に
っ
い
て
み
る
こ
と
に
し
、

ま
た
資
料
入
手
の
都
合
上
イ
ギ
リ
ス
（
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
お
よ
び
ウ

ェ
ー
ル
ズ
）
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ソ
ス
の
四
カ
国
に
限

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
（
但
し
、
こ
れ
ら
四
ヵ
国
お
よ
び
わ
が
国

の
出
生
統
計
に
質
的
な
違
い
は
な
く
比
較
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
に
っ

い
て
は
、
必
ず
し
も
十
分
な
吟
味
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
お
断
り
し

て
お
く
）
。
今
こ
れ
ら
四
ヵ
国
の
出
生
性
比
の
推
移
を
グ
ラ
フ
に

描
く
と
図
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
ま
ず
第
一
次
世
界
大
戦
（
一
九
一
四
ｉ
一
八
年
）
似
影
響
を
み

る
と
、
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ
ツ
で
は
一
九
一
六
年
か
ら
一
九
年
に

か
げ
て
出
生
性
比
は
急
上
昇
し
以
後
漸
次
低
下
し
て
き
た
の
で

あ
る
が
、
戦
後
の
低
下
は
戦
前
水
準
に
達
す
る
こ
と
な
く
一
九

二
六
、
二
七
年
頃
に
終
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
以
後
は
出
生

性
比
の
水
準
が
上
昇
し
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
で
は
そ
れ
が
著
し
く

第
二
次
世
界
大
戦
前
に
は
一
九
一
九
年
の
最
高
値
に
近
い
水
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七
　
（
三
八
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
三
・
四
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八
　
（
三
八
八
）

に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
７
ラ
ソ
ス
で
は
一
九
一
八
年
に
■
出
生
性
比
が
急
増
し
以
後
低
下
の
一
途
を
辿
り
、
第
二
次
大
戦
前
に
は

第
一
次
大
戦
前
を
下
廻
る
水
準
に
あ
っ
た
。
次
に
第
二
次
世
界
大
戦
（
一
九
三
九
－
四
五
年
）
が
始
ま
る
と
、
フ
ラ
ソ
ス
で
は
一
九
四

二
年
か
ら
四
三
年
に
か
け
て
出
生
性
比
は
急
上
昇
し
以
後
減
少
と
増
加
を
繰
返
し
つ
つ
次
第
に
水
準
が
低
下
し
て
行
き
、
一
九
五
五

年
以
降
は
安
定
的
な
変
動
に
入
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
水
準
は
戦
前
よ
り
も
高
い
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
九
四
二
年
か
ら

四
四
年
に
か
げ
て
出
生
性
比
は
増
加
し
た
の
で
あ
る
が
そ
の
程
度
は
少
な
く
、
ま
た
戦
後
の
減
少
も
僅
少
で
あ
っ
て
早
く
か
ら
戦
前

よ
り
も
高
い
水
準
で
安
定
的
な
変
動
を
示
し
て
い
る
。
ド
ィ
ツ
は
第
二
次
大
戦
前
と
大
戦
中
の
資
料
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
出
生

性
比
の
上
昇
の
状
況
は
不
明
で
あ
る
が
、
戦
後
の
値
が
非
常
に
高
い
こ
と
か
ら
第
一
次
大
戦
の
場
合
と
同
様
に
戦
争
中
に
出
生
性
比

が
急
上
昇
し
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
し
て
戦
後
は
西
ド
イ
ツ
、
東
ド
イ
ツ
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
出
生
性
比
は
低
下
を
続
げ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

お
り
、
最
近
は
戦
前
よ
り
も
低
い
水
準
に
あ
る
。
最
後
に
ア
メ
リ
カ
は
出
生
性
比
の
変
動
が
極
め
て
小
さ
く
、
そ
の
上
第
一
次
大
戦

は
勿
論
の
こ
と
第
二
次
大
戦
の
影
響
も
殆
ん
ど
な
い
と
思
わ
れ
、
長
期
的
に
－
は
低
下
の
傾
向
が
伺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
て
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ソ
ス
で
は
戦
争
に
よ
る
一
時
的
な
出
生
性
比
の
上
昇
、
そ
の
後
の
低
下
と
い
う
現
象
が
二
度
の
大
戦
の
経

験
を
通
じ
て
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
第
二
次
大
戦
の
前
に
戦
争
と
無
関
係
な
出
生
性
比
の
水
準
の
上
昇
が
あ
り
、

且
つ
第
二
次
大
戦
後
も
戦
争
に
よ
る
上
昇
が
低
下
し
な
い
で
そ
の
ま
ま
安
定
的
水
準
と
な
っ
て
お
り
、
わ
が
国
の
場
合
と
類
似
の
特

徴
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
（
１
）
　
厚
生
省
統
計
調
査
部
編
『
昭
和
４
０
年
　
人
口
動
態
統
計
』
上
巻
、
四
九
べ
ー
ジ
。

　
（
２
）
青
盛
和
雄
「
出
生
統
計
男
女
別
の
安
定
性
に
つ
い
て
」
、
『
統
計
学
』
第
一
七
号
（
一
九
六
七
年
三
月
）
、
六
〇
べ
ー
ジ
。

　
（
３
）
　
措
稿
「
出
生
性
比
の
ト
レ
ン
ド
」
、
『
統
計
学
』
第
一
五
号
（
一
九
六
五
年
二
一
月
）
、
二
一
〇
べ
ー
ジ
。

　
（
４
）
　
昭
和
二
二
年
、
二
五
年
は
寅
年
で
あ
っ
て
「
寅
年
の
女
は
性
格
が
き
つ
い
」
と
い
う
迷
信
か
ら
、
こ
れ
ら
の
年
に
生
れ
た
女
児
の
出
生
届
を
一
年



　
早
め
る
か
ま
た
は
遅
ら
し
て
提
出
す
る
た
め
に
、
統
計
上
は
二
二
年
、
二
五
年
は
異
常
に
男
児
が
多
く
な
り
、
逆
に
そ
の
前
後
の
年
は
異
常
に
女
児

　
が
多
く
な
る
の
で
あ
る
。

（
５
）
　
ア
メ
リ
カ
の
出
生
数
は
例
え
ば
一
九
六
〇
年
で
は
四
、
二
五
八
千
で
あ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
（
七
八
五
千
）
の
五
・
四
倍
、
フ
ラ
ソ
ス
（
八
ニ
ハ
千
）

　
の
五
・
二
倍
、
西
ド
イ
ツ
（
九
六
九
千
）
の
四
・
四
倍
、
東
ド
イ
ツ
（
二
九
三
千
）
の
一
四
・
五
倍
、
日
本
（
一
、
六
〇
六
千
）
の
二
・
七
倍
で
あ

　
り
、
こ
の
点
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
出
生
性
比
の
変
動
が
小
さ
い
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
考
慮
し
て
も
な
お
且
つ
ア
メ
リ
カ
は
他
の
国
々
に
比
べ

　
て
出
生
性
比
の
変
動
は
小
さ
い
生
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
は
デ
ー
タ
に
何
か
間
題
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

三
　
出
生
性
比
上
昇
の
要
因

　
前
節
で
明
ら
か
に
し
た
わ
が
国
の
出
生
性
比
の
上
昇
は
ど
の
よ
う
な
要
因
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
次
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
若

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

干
の
吟
味
を
行
た
っ
て
み
よ
う
。
上
杉
正
一
郎
氏
は
最
近
の
論
文
「
出
生
性
比
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
出
生
性
比
は
基
本
的
に
は
自

然
的
要
因
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
　
　
従
っ
て
そ
の
限
り
に
お
い
て
は
恒
常
的
法
則
性
に
従
う
　
　
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
杜

会
的
、
歴
史
的
要
丙
に
ょ
っ
て
も
影
響
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
、
し
か
し
出
生
性
比
に
対
す
る
杜
会
的
要
因
の
作
用
は
弱
く
且
っ
ゆ
る

や
か
で
あ
る
か
ら
出
生
性
比
は
ほ
ぼ
安
定
的
で
あ
り
、
ま
た
変
化
が
あ
る
に
し
て
も
そ
の
テ
ソ
ポ
は
極
め
て
鈍
い
と
考
え
ら
れ
る
と

述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
出
生
性
比
に
対
す
る
杜
会
的
、
歴
史
的
要
因
の
影
響
を
次
の
二
種
類
に
分
け
て
説
明
す
る
。
第
一
は
出
生
統

計
の
作
成
の
基
礎
と
な
る
出
生
届
が
迷
信
、
女
児
賎
視
の
弊
風
等
に
よ
る
杜
会
的
、
歴
史
的
影
響
を
免
れ
得
ず
、
ま
た
死
産
児
を
含

め
る
や
否
や
の
手
続
上
の
相
違
も
あ
っ
て
、
現
実
の
出
生
性
比
と
統
計
上
の
出
生
性
比
の
喰
違
い
を
生
ぜ
し
め
る
場
合
で
あ
り
、
第

二
は
現
実
の
出
生
性
比
に
作
用
す
る
杜
会
的
、
歴
史
的
要
因
の
影
響
で
あ
っ
て
、
都
市
と
農
村
、
嫡
出
児
と
非
嫡
出
児
等
に
よ
る
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
　
と

生
性
比
の
相
違
、
戦
争
に
よ
る
一
時
的
上
昇
等
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
第
一
の
要
因
の
影
響
は
わ
が
国
で
は
干
支
の
迷
信

　
　
　
わ
が
国
の
出
生
性
比
の
上
昇
に
つ
い
て
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
九
　
（
三
八
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
三
・
四
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
．
三
〇
　
（
三
九
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
の
え
う
ま

に
よ
る
も
の
が
顕
著
で
あ
っ
て
、
特
に
明
治
三
九
年
の
丙
午
の
影
響
は
著
し
く
、
ま
た
昭
和
四
一
年
の
丙
午
も
依
然
と
し
て
大
き
な

歪
み
を
生
ぜ
し
め
た
の
で
あ
る
（
附
表
－
参
照
）
。
し
か
し
た
が
ら
こ
の
第
一
の
要
因
の
影
響
は
出
生
性
比
の
上
昇
傾
向
に
対
し
て
は

寄
与
し
得
る
も
の
で
は
な
く
、
唯
一
時
的
な
波
動
を
顕
著
な
ら
し
め
る
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
今
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
必

要
な
の
は
第
二
の
要
因
の
影
響
で
あ
る
。

　
上
杉
氏
は
第
二
の
要
因
の
う
ち
戦
争
に
よ
る
出
生
性
比
の
上
昇
に
つ
い
て
の
ノ
ボ
セ
リ
ス
キ
ー
（
ロ
シ
ァ
の
衛
生
統
計
学
者
）
の
説

明
を
紹
介
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
胎
児
の
方
が
出
生
児
よ
り
も
男
の
割
合
は
蓬
か
に
高
く
、
流
産
、
死
産
の
形
で
男
の
胎
児
の
方

が
よ
り
多
く
減
る
の
で
あ
る
か
ら
、
胎
内
死
亡
率
が
低
下
す
れ
ば
出
生
男
児
の
割
合
は
上
昇
す
る
で
あ
ろ
う
。
長
期
の
戦
争
で
男
子

が
永
く
家
庭
を
離
れ
て
い
る
た
め
に
女
子
の
受
胎
の
中
間
期
問
が
長
く
な
り
、
そ
の
結
果
胎
内
死
亡
率
、
流
産
数
が
減
少
す
る
こ
と

か
ら
戦
後
一
時
的
に
男
児
の
出
生
が
増
加
す
る
の
で
あ
る
、
と
。
以
上
の
ノ
ボ
セ
リ
ス
キ
ー
の
説
明
は
、
回
死
産
の
減
少
が
出
生
性

比
を
高
め
る
の
で
あ
り
、
向
戦
争
後
し
ば
ら
く
は
死
産
が
減
少
す
る
、
と
い
う
二
点
か
ら
成
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
死

産
の
減
少
は
長
期
的
に
は
杜
会
的
、
経
済
的
、
文
化
的
生
活
水
準
の
上
昇
、
医
療
の
向
上
等
に
よ
っ
て
も
可
能
で
あ
る
か
ら
、
ノ
ボ

セ
リ
ス
キ
ー
の
説
明
は
戦
後
の
一
時
的
な
出
生
性
比
の
上
昇
だ
げ
で
は
な
く
、
わ
が
国
の
場
合
の
よ
う
た
長
期
的
な
上
昇
傾
向
に
対

し
て
も
妥
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
次
に
ド
イ
ツ
の
統
計
学
者
フ
ラ
ス
ケ
ソ
パ
ー
は
そ
の
著
『
人
口
統
計
論
』
に
お
い
て
、
出
生
性
比
に
対
す
る
杜
会
的
、
歴
史
的
要

因
の
影
響
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
死
産
、
流
産
の
性
比
は
非
常
に
高
い
こ
と
か
ら
受
胎
時
の
性
比
は
極
端
に

高
く
、
且
つ
男
の
胎
児
は
流
産
に
よ
る
死
亡
の
危
険
に
女
の
胎
児
よ
り
も
強
く
曝
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
死
産
、
流

産
や
堕
胎
が
少
い
程
出
生
性
比
は
高
く
、
逆
に
そ
れ
ら
が
多
い
程
出
生
性
比
は
低
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
独
身
の
婦
人
は
杜
会
的
、

■■■
」



’

経
済
的
事
情
か
ら
堕
胎
や
死
流
産
の
可
能
性
が
既
婚
の
婦
人
よ
り
も
高
い
の
で
、
非
嫡
出
児
の
出
生
性
比
は
嫡
出
児
よ
り
も
低
い
の

で
あ
る
。
ま
た
都
市
の
出
生
性
比
が
農
村
よ
り
も
低
い
場
合
が
多
い
こ
と
も
同
様
の
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
堕
胎
が
道
徳
的
、

宗
教
的
に
悪
で
あ
る
と
さ
れ
る
国
々
（
例
え
ぼ
ス
ベ
ィ
ン
、
ブ
ル
ガ
リ
ァ
）
で
は
出
生
性
比
が
特
に
高
い
の
も
こ
れ
か
ら
わ
か
る
。
　
そ

し
て
第
一
児
の
出
生
性
比
は
出
産
順
位
の
高
い
子
供
の
出
生
性
比
よ
り
も
大
き
い
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
結
婚
当
初
は
子
供
を
欲
す
る

意
志
の
方
が
子
供
を
制
限
せ
ん
と
す
る
意
志
よ
り
も
強
い
　
　
従
っ
て
妊
婦
の
保
護
が
行
届
き
死
流
産
が
減
少
す
る
（
筆
者
）

か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
戦
争
中
お
よ
び
戦
後
は
若
い
人
達
の
結
婚
率
が
上
昇
す
る
の
で
、
先
の
事
情
か
ら
出
生
性
比
が
高
ま
る
の
で

あ
る
、
と
。
要
す
る
に
フ
ラ
ス
ケ
ソ
パ
ー
に
お
い
て
も
死
産
、
流
産
の
減
少
が
出
生
性
比
を
高
め
る
と
い
う
事
情
を
基
礎
と
し
て
、

杜
会
的
、
経
済
的
要
因
が
死
流
産
に
及
ぽ
す
影
響
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
。
出
生
性
比
の
特
徴
的
な
相
違
を
解
明
せ
ん
と
す
る
の

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

　
今
日
の
遺
伝
学
の
教
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ぼ
胎
児
の
体
性
の
い
か
ん
は
受
胎
の
際
に
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
受
胎
時
の

性
比
は
相
当
男
児
超
過
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
死
産
に
お
け
る
男
児
の
割
合
が
出
生
性
比
よ
り
も
逢
か
に
高
く
、

且
つ
妊
娠
期
問
が
短
い
も
の
程
よ
り
高
い
こ
と
か
ら
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
昭
和
三
五
年
の
資
料
に
よ
る
と
出
生
性
比
は

一
〇
五
．
六
で
あ
る
の
に
対
し
て
死
産
性
比
は
実
に
二
一
七
・
○
で
あ
る
（
表
３
）
。
そ
し
て
死
産
性
比
を
妊
娠
期
問
別
に
み
る
と
、

妊
娠
期
間
が
短
い
程
男
女
不
詳
が
多
く
な
り
正
確
さ
を
欠
く
が
、
第
四
月
の
一
九
〇
・
三
か
ら
急
激
に
低
下
し
て
第
七
月
は
一
〇
九

．
三
で
あ
り
、
以
後
は
逆
に
上
昇
し
て
第
一
〇
月
は
二
二
〇
・
八
と
な
っ
て
お
り
、
以
上
の
関
係
は
三
五
年
に
限
ら
ず
ほ
ぽ
一
般
的

に
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
死
産
に
は
男
児
が
多
い
の
で
あ
る
か
ら
死
産
が
減
少
す
れ
ぼ
当
然
出
生
性
比
は
高
ま
る

で
あ
ろ
う
。
今
仮
り
に
三
五
年
の
死
産
の
う
ち
人
工
死
産
か
ら
男
女
不
詳
を
除
い
た
も
の
七
四
・
五
千
胎
　
　
出
生
数
一
、
六
〇
六

　
　
　
わ
が
国
の
出
生
性
比
の
上
昇
に
つ
い
て
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
二
　
（
三
九
一
）



）胎千位

単
１

（）年
３
５和昭（比性産死びよお数産死

口
刀

問期娠妊３表

立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
三
・
四
合
併
号
）

９
７
７
３
３
１
４
１
１

比

　
性
産
、
１

４
一
７
一
２
一
５
一
５
一
５
０
２
７
２
７
４
ユ
Ｏ
０
２
３
５

１
１
１
１
↓
１
１
１
１

　
詳
死
不

１
４
１
８
”
ｊ
”
１
０
ｊ
ｌ
〇
一

１
６
４
０
０
０
０
０

１
、

工
女

１
５
５
１
３
９
３
５
０

３
一
－
一
〇
一
３
一
６
一
０
０
０
０

Ｑ
一
Ｕ
　
　
１
１
１

、

人

４
６
０
１
７
９
４
６
０

男

１
一
２
一
５
一
５
一
６
一
〇
〇
〇
〇

４
　
　
１
１
↓

－８
５
９
０
９
０
ユ
７
２

比

　
性
産
、
、

狐
血
弘
皿
ｕ
脆
鴉
３
０
脆

！
２
１
１
ー
ユ
ー
１
１

　
詳
死
不

”
３
』
ｊ
１
１
”
１
０
』
一

５
２
１
０
０
０
０
０

、

然
女

７
７
６
２
１
５
５
９
ユ

８
一
〇
一
４
一
７
一
６
４
３
１
０

３

１

、

自

８
５
１
５
０
６
４
６
２

男

９
一
－
一
７
一
８
一
７
一
５
一
４
５
０

４

ユ

－０
３
４
３
３
５
９
８
４

比陛

肌
肌
岨
血
ｏ
・
班
”
釦
四

　
』
数
－
　
詳

１
１
１
１
１
１
１
１
１

３
１
１
』
１
０
１
２
１
０
１
０
１
０
一

不

６
９
５
１
０
０
０
０

１
１
８
２
１
３
５
３
９
４
２

女

１
一
２
一
５
一
〇
一
２
一
５
３
２
０

総
－
７
　
　
１
２
１

１

２
２
１
６
６
５
７
２
２

男

１
一
４
一
２
一
３
一
３
一
全
４
一
６
一
〇
一

９
　
　
２
２
ユ

１

、
間

切
・
↑
」
ノ

娠

数
４
月
５
６
７
８
９
ユ
・
ル

妊

総
第

ジーぺ
６
７巻上』計統

能
一動口人年

３
５和昭『料資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
二
　
（
三
九
二
）

千
に
対
し
て
四
・
六
％
に
当
り
、
そ
の
性
比
は
二
一
四
・
九
で
あ
る
　
　
が
全
部
出

生
し
た
と
す
る
と
、
三
五
年
の
出
生
性
比
は
一
〇
五
・
六
か
ら
一
〇
六
．
四
に
な
り

Ｏ
・
八
ポ
イ
ソ
ト
上
昇
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
死
産
の
減

少
が
出
生
性
比
の
上
昇
に
及
ぽ
す
影
響
は
比
較
的
大
き
い
か
ら
、
わ
が
国
の
出
生
性

比
の
上
昇
は
基
本
的
に
は
こ
の
観
点
か
ら
説
明
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
母
の

年
令
、
出
産
順
位
、
都
市
、
農
村
の
別
等
の
出
生
性
比
に
相
違
を
生
ぜ
し
め
る
杜
会

的
諸
要
因
の
影
響
を
併
せ
用
い
て
検
討
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以

下
こ
れ
ら
の
要
因
の
影
響
の
実
際
を
順
次
検
討
し
て
行
こ
う
。

　
　
（
１
）
　
上
杉
正
一
郎
「
出
生
性
比
に
つ
い
て
」
、
『
現
代
の
経
済
と
統
計
』
昭
和
四
三
年
、
七
七

　
　
　
－
九
〇
ぺ
ー
ジ
。

　
　
（
２
）
勺
．
目
麸
轟
冒
潟
■
Ｐ
”
．
○
．
一
ｃ
．
ｃ
。
．
ミ
ｍ
ｌ
・
。
．

　
　
（
３
）
　
『
目
本
百
科
大
事
典
』
箪
八
巻
、
二
一
七
－
八
ぺ
ー
ジ
参
照
。

四
　
死
産
と
出
生
性
比

　
わ
が
国
で
は
妊
娠
第
四
月
以
後
の
死
児
の
出
産
（
死
産
）
に
つ
い
て
届
出
の
義
務

が
課
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
の
死
産
は
調
査
さ
れ
て
お
ら
ず
、
従

っ
て
死
産
統
計
は
妊
娠
第
四
月
以
後
の
死
産
数
を
あ
ら
わ
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
昭

和
二
三
年
に
優
生
保
護
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
は
同
法
に
よ
る
妊
娠
第
四
月
以
後
の



移推の産死と生出の国がわ３図
手
ｏ
ｏ

０３

千
醐

０５１

ＯｏＩ

■

■

１
〃

＼
撒
出

敏

擁
／

１

　
　
、
、

率
　
　
、
　
率

産
　
　
．
　
産

死
　
　
　
　
死

工
　
　
一
　
然

人
／
一
、

　
　
“

　
　
’

　
　
　
’ノ

　
騨
　
死

　
　
　
　
　
　
　
０

０
０
　
０
０
　
０
　
　
％
０
０
９
０
８
Ｃ
７
０
６
０
５
０
４
０
３
０

５
　
　
　
　
　
０
　
　
　
　
　
５
　
　
　
　
　
　
　
　
１

２
　
　
　
　
　
２
－
　
　
　
　
　
１

わ
が
国
の
出
生
性
比
の
上
昇
に
つ
い
て

’

０４５３

０
．

３５２０２５０５

和

４
１
昭

９４
１
正
犬
鳩

３
８

３
治
３
明

２
０

ｍ

（
関
）

人
工
死
産
数
が
加
え
ら
れ
、
か
く
て
死
産
は
母
体
の
健
康
状
態
に
強
く
影

響
さ
れ
る
白
然
死
産
と
杜
会
経
済
的
条
件
が
主
に
支
配
す
る
と
思
わ
れ
る

人
工
死
産
と
か
ら
成
っ
て
お
り
、
自
然
死
産
の
み
か
ら
成
る
昭
和
二
二
年

ま
で
の
死
産
と
性
格
が
変
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
死
産
統
計
で
は
妊
娠
第
四
月
未
満
の
死
産
数
が
捉
え
ら
れ
て

　
（
１
）

い
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
外
に
も
匁
お
本
人
或
は
医
師
も
意
識
し
得
な

い
自
然
流
産
が
相
当
数
あ
り
、
ま
た
戦
前
は
国
法
に
よ
っ
て
禁
ぜ
ら
れ
て

い
た
た
め
に
闇
々
裡
に
行
な
わ
れ
る
堕
胎
が
多
く
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

戦
後
も
合
法
的
に
人
工
中
絶
が
可
能
に
な
っ
た
と
は
い
え
届
出
洩
れ
が
相

当
あ
り
、
ま
た
闇
堕
胎
も
依
然
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
死
産
統
計
は
わ
が
国
の
死
産
数
の
一
部
分
を
あ
ら
わ
す
に
す
ぎ
な

い
。
そ
し
て
死
産
統
計
の
代
表
度
の
い
か
ん
を
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　
さ
て
死
産
統
計
に
は
以
上
の
よ
う
な
制
約
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

明
治
三
三
年
以
降
の
死
産
統
計
の
推
移
を
み
る
と
図
３
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
ず
死
産
数
は
明
治
四
一
年
を
境
と
し
て
以
後
昭
和
一
八
年
ま
で
ほ
ぼ
直

線
的
に
減
少
し
て
き
た
。
し
か
し
死
産
の
減
少
は
絶
対
数
で
は
な
く
出
生

と
の
関
連
で
表
わ
さ
れ
た
死
産
率
に
よ
っ
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
三
　
（
三
九
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
三
・
四
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
四
　
（
三
九
四
）

な
笹
な
ら
ば
、
た
と
え
死
産
数
の
減
少
が
あ
っ
て
も
そ
れ
以
上
の
テ
ソ
ポ
で
出
生
数
が
低
下
す
る
時
は
、
相
対
的
に
は
死
産
は
増
加

し
て
い
る
と
み
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
死
産
率
は
出
生
数
と
死
産
数
の
合
計
で
あ
る
出
産
数
に
対
す
る
死

産
数
の
千
分
比
と
し
て
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
斜
蹄
蝉

　
　
　
　
嵩
蹄
樹
１
－
　
　
　
　
　
　
　
　
×
一
〇
８

　
　
　
　
　
　
　
　
氏
貯
灘
十
罰
暗
蝉

そ
こ
で
死
産
率
の
動
き
を
み
る
と
死
産
数
と
同
様
に
昭
和
一
八
年
ま
で
低
下
を
続
げ
て
お
り
、
か
く
て
死
産
の
減
少
が
明
瞭
に
確
認

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
死
産
の
減
少
の
テ
ン
ポ
が
昭
和
に
入
る
と
鈍
化
す
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

今
明
治
四
一
年
大
正
一
四
年
と
昭
和
一
－
一
八
年
の
二
期
に
分
け
て
、
各
一
八
カ
年
問
に
お
げ
る
死
産
数
と
死
産
率
の
減
少
の
程

度
を
調
べ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
汁
Ｈ
崖
舟
－
温
誌
昌
舟
　
　
　
　
竈
曽
Ｈ
ｏ
◎
舟
－
謂
曽
Ｈ
舟

　
　
　
劃
蹄
灘
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
ｏ
◎
◎
。
Ｌ
お
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
ｏ
◎
一
Ｈ
お

　
　
　
斜
蹄
機
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
ｏ
◎
Ｎ
．
ｏ
◎
寧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
畠
．
Ｈ
寧

　
　
　
圧
肺
灘
　
　
　
　
　
　
　
　
十
ト
轟
Ｌ
豪
　
　
　
　
　
　
　
　
十
Ｈ
お
二
◎
・
◎

す
た
わ
ち
、
死
産
数
の
減
少
の
程
度
は
後
期
は
前
期
の
八
割
余
り
で
あ
る
が
、
死
産
率
の
低
下
の
テ
ソ
ポ
は
後
期
は
前
期
の
半
分
で

あ
る
。
こ
れ
は
出
生
数
の
増
加
の
テ
ソ
ポ
が
後
期
は
前
期
の
約
％
と
大
き
く
鈍
化
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
昭
和
二
二
年
以
降
は
死
産
数
は
一
時
急
増
し
二
六
年
を
境
に
減
少
に
転
じ
た
の
で
あ
る
が
、
昭
和
四
〇
年
は
明
治
四
二

年
と
同
じ
大
き
さ
で
あ
る
。
そ
し
て
死
産
率
は
二
六
年
ま
で
急
上
昇
し
た
後
も
上
昇
を
続
げ
三
六
年
以
降
よ
う
や
く
低
下
し
始
め
た

に
す
ぎ
ず
、
昭
和
四
〇
年
は
明
治
四
四
年
の
水
準
に
あ
る
。
　
（
死
産
数
は
三
ハ
年
以
降
低
下
し
て
い
る
の
に
死
産
率
は
三
六
年
ま
で
上
昇
し



た
の
は
出
生
数
が
大
き
く
減
少
し
た
た
め
で
あ
っ
て
、
三
六
年
以
降
は
出
生
数
が
増
勢
に
転
じ
た
た
め
に
死
産
率
の
低
下
が
生
じ
た
の
で
あ
る
）
。

し
か
し
昭
和
二
三
年
以
降
は
死
産
の
中
に
人
工
妊
娠
中
絶
に
よ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
（
そ
の
割
合
は
二
八
年
の
五
三
．
六
％

を
最
高
に
以
後
減
少
し
四
〇
年
は
四
一
・
五
％
で
あ
る
（
附
表
２
）
）
戦
後
の
死
産
率
が
高
く
な
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
戦
前
と
戦
後
の
死
産

率
を
直
接
比
較
し
て
死
産
の
増
加
を
結
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
戦
前
と
同
じ
べ
ー
ス
で
比
較
す
る
た
め
に
自

然
死
産
の
み
を
取
出
し
て
み
る
と
、
戦
争
直
後
増
加
し
た
自
然
死
産
数
は
一
旦
減
少
し
戦
前
の
水
準
を
下
廻
る
に
至
っ
た
が
、
三
一

年
か
ら
増
加
に
転
じ
四
〇
年
は
昭
和
一
七
年
の
死
産
数
に
近
い
。
そ
し
て
自
然
死
産
率
は
二
三
年
以
降
上
昇
を
続
げ
三
六
年
を
境
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

よ
う
や
く
低
下
し
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
四
〇
年
は
昭
和
一
四
年
の
水
準
に
あ
る
。
か
く
て
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
死
産
は
戦
前
に

比
べ
て
増
加
し
た
と
言
う
の
は
問
題
が
あ
る
に
し
て
も
、
減
少
し
た
と
は
決
し
て
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
本
節
の
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
死
産
統
計
は
わ
が
国
の
死
産
の
一
部
分
を
表
わ
す
の
み
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
死
産
統
計
の
推
移

は
死
産
全
体
の
推
移
を
比
較
的
よ
く
反
映
し
得
る
も
の
と
仮
定
し
よ
う
。
そ
し
て
そ
の
前
提
に
立
っ
て
出
生
性
比
の
推
移
と
死
産
統

計
の
推
移
と
を
比
較
す
る
と
、
両
者
の
問
に
は
明
確
な
逆
相
関
の
関
係
は
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
～
死
産
率
の
低
下

は
明
治
の
終
り
か
ら
始
っ
て
お
り
死
産
率
の
低
下
の
テ
ソ
ポ
は
昭
和
に
入
る
と
鈍
化
す
る
の
に
対
し
て
、
出
生
性
比
の
上
昇
傾
向
は

よ
う
や
く
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
　
仁
つ
第
二
次
世
界
大
戦
後
死
産
率
は
急
増
し
て
一
挙
に
１
明
治
末
期
の
状

態
に
－
引
戻
さ
れ
、
ま
た
自
然
死
産
率
に
限
っ
て
み
て
も
昭
和
一
〇
年
前
後
の
水
準
で
推
移
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
出
生
性
比
は
一

段
上
の
水
準
に
上
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
死
産
の
減
少
が
出
生
性
比
上
昇
の
要
因
で
あ
る
こ
と
を
統
計
的
に
は
明
確
に
証
明
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
死
産
統
計
が
わ
が
国
の
死
産
全
体
の
動
き
を
よ
く
表
わ
す
と
い
う
仮
定
に
ー
基
づ
く
も
の
で

あ
り
、
こ
の
仮
定
に
無
理
が
あ
れ
ば
違
っ
た
結
論
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
わ
が
国
の
出
生
性
比
の
上
昇
に
つ
い
て
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
五
　
（
三
九
五
）



（
１
）

（
２
）

立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
三
・
四
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
六
　
（
三
九
六
）

　
優
生
保
護
法
に
よ
る
人
工
妊
娠
中
絶
に
つ
い
て
は
妊
娠
期
問
の
い
か
ん
を
間
わ
ず
す
べ
て
医
師
に
届
出
の
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
人
工

死
産
に
関
し
て
は
妊
娠
第
四
月
未
満
の
死
産
数
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
も
届
出
洩
れ
が
多
く
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
三
五
年
の
資

料
に
よ
る
と
人
工
中
絶
の
う
ち
妊
娠
策
三
月
以
内
の
も
の
は
実
に
九
三
・
○
％
で
あ
っ
て
、
死
産
統
計
に
含
ま
れ
る
も
の
は
僅
か
七
・
○
％
に
す
ぎ

な
い
（
附
表
２
）
。

　
戦
後
の
自
然
死
産
率
の
値
を
戦
前
の
死
産
率
の
値
と
比
較
す
る
こ
と
は
人
工
死
産
を
全
部
出
生
と
み
な
す
と
い
う
仮
定
を
置
く
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
蕩
嵩
尉
蝉

　
　
　
　
募
黒
亨
毒
蝉
圭
蓄
嚢
十
＞
畠
蹄
蝉
×
二
８
　
一
・
一

で
あ
り
分
母
の
人
工
死
産
数
を
出
生
数
に
含
め
る
時
戦
前
の
死
産
率
と
同
じ
算
式
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
非
現
実
的
な
仮
定
を
回
避
す

る
た
め
に
は
自
然
死
産
率
を
改
め
て
次
の
式
に
よ
っ
て
計
算
し
直
さ
な
げ
れ
ば
な
ら
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
湧
高
蹄
蝉

　
　
　
　
弩
募
黒
亨
毒
掌
皿
蓄
馨
×
一
・
§
　
　
Ｓ

こ
の
式
に
よ
る
時
は
分
母
が
小
さ
く
な
る
か
ら
白
然
死
産
率
の
値
は
少
し
大
き
く
た
る
が
（
三
五
年
で
言
う
と
○
ｏ
式
の
値
は
五
二
・
三
％
で
あ
る
が

似
式
の
値
は
五
五
．
○
％
と
な
り
二
・
七
％
増
大
す
る
）
、
　
自
然
死
産
率
の
推
移
そ
の
も
の
は
殆
ん
ど
同
じ
で
あ
る
か
ら
改
め
て
検
討
す
る
必
要
は

な
い
で
あ
ろ
う
。

五
　
都
市
、

農
村
別
の
出
生
性
比

　
以
上
の
出
生
性
比
と
死
産
統
計
と
の
不
斉
合
は
ま
た
都
市
、
農
村
別
に
調
べ
た
場
合
に
も
み
ら
れ
る
。
一
般
に
都
市
の
方
が
農
村

よ
り
も
出
生
性
比
は
低
い
と
さ
れ
て
お
り
、
フ
ラ
ス
ケ
ソ
パ
ー
に
よ
れ
ば
そ
れ
は
都
市
の
方
が
死
産
、
流
産
や
堕
胎
の
可
能
性
が
高
い

こ
と
に
・
よ
っ
て
説
明
し
得
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
昭
和
二
六
年
以
降
の
わ
が
国
の
資
料
に
よ
れ
ぼ
市
部
（
市
）
の
出
生
性
比
が
郡

部
（
町
村
）
の
出
生
性
比
よ
り
も
小
さ
い
年
は
皆
無
で
あ
り
、
多
く
の
場
合
○
・
四
－
一
・
○
ポ
イ
ソ
ト
市
部
の
方
が
高
い
の
で
あ
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％
７
４
０
１
１
０

↓
首

　
　
●
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●
７
‘
１
４
１
ｏ
ｏ
２

市

２
ｏ
ｏ
（
５
５
ハ
ｏ
７

生

■

幸
％
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

数

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

（
）
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

１
■
１
■
１
■
１
■
１
■
１
■

■

ｂ

［
ー
ト

千
７
４
７
９
３
８
班
０
６
２
４

総

１
６
Ｑ
ｏ
７
６
８

，

，

，

，

，

，

ｎ
６
ｎ
６
ｎ
６
１
１
一
１
１
１
↓

■

部

％
１
９
５
７
５
９

■
　
　
　
　
●
７
‘
（
ｏ
２
Ｑ
ｏ
（
ｏ
１

）

巨

在

君

だ
ｏ
（
ｏ
（
ｏ
４
３
Ｑ
０

現１
■
部

狛
９
１
５
３
５
ユ

日

り
々
Ｑ
０
７
’
（
ｏ
Ｑ
ｏ
８

１

け

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
Ｑ
〇
一
Ｌ
ｏ
だ
ｏ
６

月

一
「

■

Ｏ１

功
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

（

数

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

口

ｎ
）
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

１

１

１
↓
１
↓
１
■
１
１
一

人
公
心

搬
ｍ
ｍ
洲
蝸
蝸

サ
ボ

，

，

，

，

，

，

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
Ｑ
、
）
ｏ
）
Ｑ
ｏ
８

１
（
ｏ
７
‘
ｏ
ｏ
８
ｏ
）
ｏ
）
　
　
■

口禾

年（
）
２
５
０
「
ｏ
Ｏ

刀
口

１
↓
２
２
ｏ
０
Ｑ
、
）
４

目

るいてつよに分区るげおに在現
次
。
年
く
各
除
は
を
分
県
区
縄
の
沖

部
は
郡
年

，
１
０

部
和
市
昭

１
）
２
）

注

っ
て
、
三
六

年
以
降
そ
の

差
に
縮
少
の

気
味
が
み
ら

れ
る
の
み
で

あ
る
（
表
４
）
。

こ
の
よ
う
に

市
部
の
方
が

郡
部
よ
り
も

出
生
性
比
は

高
い
の
で
あ

る
か
ら
、
戦

後
の
経
済
の

復
興
、
発
展
に
伴
っ
て
、
特
に
三
〇
年
前
後
に
は
町
村
合
併
に
よ
る
市
域
の
拡
張
と
新
市
の
誕
生
の
盛
行
に
よ
り
、
急
激
に
都
市
人

口
が
増
加
し
、
従
っ
て
出
生
数
に
お
げ
る
市
都
の
ウ
ェ
ィ
ト
が
増
大
し
て
き
た
こ
と
が
戦
後
出
生
性
比
の
上
昇
を
も
た
ら
し
た
一
っ

の
要
因
で
あ
る
と
言
え
よ
う
（
表
５
参
照
）
。
尤
も
こ
こ
に
言
う
市
部
、
郡
部
の
区
分
は
そ
れ
ぞ
れ
の
年
の
行
政
区
域
に
よ
る
区
分
で

あ
っ
て
杜
会
、
経
済
、
文
化
の
生
活
条
件
の
違
い
に
よ
っ
て
分
れ
る
都
市
、
農
村
の
区
別
と
正
確
に
一
致
し
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
大

　
　
　
わ
が
国
の
出
生
性
比
の
上
昇
に
つ
い
て
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
七
　
（
三
九
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
三
・
四
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
八
　
（
三
九
八
）

勢
と
し
て
は
都
市
と
農
村
の
特
徴
を
十
分
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
死
産
統
計
に
よ
る
と
死
産
率
は
総
数
に
お
い
て
も
ま
た
自
然
死
産
に
限
っ
て
み
て
も
市
部
の
方
が
郡
部
よ
り
も
高
い
の

で
あ
っ
て
、
そ
の
程
度
は
総
数
で
は
大
体
三
０
１
一
〇
％
大
き
く
、
自
然
死
産
で
は
多
く
は
一
一
－
七
勉
高
い
。
ま
た
人
工
死
産
率

も
最
初
二
〇
茄
市
部
の
方
が
高
か
っ
た
の
が
、
次
第
に
両
者
の
開
き
が
縮
少
し
て
三
九
年
か
ら
は
逆
に
郡
部
の
方
が
高
く
な
っ
た
の

で
あ
り
、
か
く
て
死
産
の
少
い
方
が
出
生
性
比
は
高
い
と
は
言
え
な
い
こ
と
に
な
る
（
表
４
）
。
但
し
、
こ
れ
は
死
産
統
計
が
市
部
、

郡
部
に
お
げ
る
死
産
全
体
を
同
程
度
に
ょ
く
代
表
し
て
お
り
、
い
ず
れ
か
一
方
を
過
少
に
表
わ
す
も
の
で
は
た
い
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
る
の
墜
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

六
　
母
の
年
令
、

出
産
順
位
と
出
生
性
比

　
フ
ラ
ス
ケ
ソ
パ
ー
は
『
人
口
統
計
論
』
に
お
い
て
母
の
年
令
別
の
出
生
性
比
に
偶
然
変
動
の
範
囲
を
越
え
た
特
徴
的
た
相
違
が
あ

り
、
ま
た
第
一
児
は
出
産
順
位
の
高
い
子
供
よ
り
も
出
生
性
比
が
大
き
く
、
こ
の
こ
と
は
結
婚
当
初
は
子
供
に
対
す
る
希
望
が
制
限

意
欲
よ
り
も
強
い
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
戦
後
わ
が
国
が
置
か
れ
た
杜
会
的
、
経
済
的
条
件
か
ら
国
民
生
活
の
困
難
を
緩
和

す
る
た
め
に
、
人
工
妊
娠
中
絶
が
公
認
さ
れ
受
胎
調
節
が
普
及
せ
し
め
ら
れ
た
こ
と
に
援
け
ら
れ
て
、
子
供
の
数
を
減
ら
し
て
家
庭

生
活
と
育
児
、
教
育
の
向
上
を
図
ら
ん
と
す
る
風
潮
が
一
般
化
し
て
来
、
そ
の
た
め
に
わ
が
国
の
出
生
率
は
著
し
く
低
下
し
た
の
で

あ
る
が
、
も
し
も
母
の
年
令
が
若
い
程
そ
し
て
ま
た
出
産
順
位
が
低
い
程
出
生
性
比
が
高
く
た
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
た
ら
ば
、
戦

後
子
供
の
数
が
制
限
さ
れ
従
っ
て
出
産
順
位
の
低
い
出
生
が
多
く
な
り
母
が
若
い
う
ち
に
子
供
を
生
み
止
む
こ
と
は
、
出
生
性
比
を

高
め
る
効
果
を
も
つ
こ
と
に
た
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
以
前
に
『
人
口
動
態
統
計
』
年
報
に
お
い
て
昭
和
二
二
－
二



六
年
の
資
料
に
よ
っ
て
検
討
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
母
の
年
令
と
出
生
性
比
と
の
問
に
は
「
殆
ん
ど
同
一
水
準
に
あ
る
と
は
言
え
、

年
令
の
若
い
母
の
出
生
性
比
が
極
く
わ
ず
か
高
い
の
が
認
め
ら
れ
る
」
が
、
出
産
順
位
と
出
生
性
比
と
の
関
係
に
っ
い
て
は
「
差
違

は
微
少
で
あ
っ
て
出
産
順
位
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
ほ
ぽ
同
一
水
準
に
あ
る
と
言
っ
て
差
支
え
な
い
程
度
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い

（
１
）
る
。
今
こ
れ
を
最
近
の
七
カ
年
問
の
資
料
に
よ
っ
て
み
る
と
表
６
お
よ
び
７
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
ま
ず
母
の
年
令
と
出
生
性
比
の
関
係
を
み
る
と
（
表
６
）
、
年
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
三
五
年
と
三
九
年
を
除
い
て
は
む
し

ろ
母
の
年
令
が
若
い
程
出
生
性
比
も
低
い
よ
う
で
あ
る
。
表
６
に
お
い
て
一
五
－
一
九
才
と
三
五
－
三
九
才
、
四
〇
－
四
四
才
の
三

つ
の
階
級
は
他
の
三
っ
の
階
級
に
比
べ
て
出
生
数
が
一
段
と
少
な
い
た
め
に
年
に
よ
る
出
生
性
比
の
変
動
が
大
き
く
、
こ
の
面
か
ら

母
の
年
令
と
出
生
性
比
の
関
係
が
鑑
乱
さ
れ
て
明
確
に
表
わ
れ
な
い
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
除
い
て
出
生
性
比
が
非
常
に
多
い

二
〇
才
か
ら
三
四
才
ま
で
の
問
の
三
っ
の
階
級
に
つ
い
て
こ
の
関
係
を
み
る
と
、
三
五
工
二
七
年
お
よ
び
四
〇
年
は
母
の
年
令
が
若

く
な
る
と
明
確
に
出
生
性
比
が
低
く
な
っ
て
お
り
、
三
四
年
、
三
八
年
で
も
不
規
則
で
は
あ
る
が
や
は
り
低
下
し
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
こ
の
三
つ
の
年
令
階
級
の
問
の
出
生
性
比
の
低
下
の
程
度
は
○
・
二
１
０
・
七
ポ
イ
ソ
ト
で
あ
る
。

　
次
に
出
産
順
位
と
出
生
性
比
の
関
係
を
み
る
と
（
表
７
）
、
こ
れ
も
ま
た
年
に
よ
り
様
々
で
あ
っ
て
出
産
順
位
が
低
い
程
出
生
性
比

が
高
く
な
る
傾
向
の
年
（
三
四
－
三
六
年
と
四
〇
年
）
と
逆
に
出
生
性
比
が
低
く
な
る
傾
向
の
年
（
三
七
－
三
九
年
）
と
が
同
じ
位
あ
る
。

し
か
し
表
７
に
お
い
て
出
生
数
が
少
な
い
の
で
年
々
の
出
生
性
比
の
変
動
が
比
較
的
大
き
い
第
四
児
以
上
の
階
級
を
除
い
て
第
一
－

三
児
の
三
つ
の
階
級
に
つ
い
て
こ
の
関
係
を
み
る
と
、
三
六
年
か
ら
四
〇
年
ま
で
は
出
産
順
位
が
下
が
る
と
出
生
性
比
も
低
く
な
る

の
で
あ
っ
て
（
そ
の
減
少
の
程
度
は
Ｏ
．
三
－
一
・
○
ポ
ィ
ソ
ト
）
、
出
生
性
比
が
高
く
な
る
の
は
三
四
、
三
五
年
の
二
ヵ
年
に
す
ぎ
な

い
（
そ
の
増
加
の
程
度
は
○
．
二
と
○
．
三
ポ
ィ
ソ
ト
）
。
な
お
以
上
は
妊
娠
第
六
月
以
上
の
死
産
胎
も
含
め
て
数
え
た
出
産
の
順
位
と
出

　
　
　
わ
が
国
の
出
生
性
比
の
上
昇
に
つ
い
て
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
九
　
（
三
九
九
）



比性生咄兄令年の母
６表

立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
三
・
四
合
併
号
）

７
７
６
４
３
４
８

晦千２
３
１
７
１
３
５
４
５
５
７
２
９

８

５
ｏ
ｏ
３

４
出

旦
、

－
一
　
　
１
－

■
■
■
；
　
　
　
一
■
１
！
１

）

ジ
０
年

８
５
９
８
９
ハ
ｏ
４

乙
０
５
０
０
０
２
４

３（１
３
４
１
Ｑ
ｏ
６
５
５

年

［
ｏ
５
５
［
ｏ
５
４
４

Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

４

１
■
１
■
１
↓
１
↓
１
■
１
上
■
■

○
リ
７
０
７
０
１
１
８

年

５
７
６
「
ｏ
６
（
〇
一
〇

９

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

３

１
■
１
↓
１
↓
１
■
１
１
１
↓
１
上

７
１
７
４
３
５
７

年

「
Ｏ
ｏ
〇
一
．
〇
一
」
Ｏ
＾
〇
一
Ｌ
Ｏ
（
Ｏ

８

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

３

１
■
１
１
一
１
■
１
■
１
■
１
■
１
■

　
　
　
　
　
　
－
１
，
１
７
８
ユ
５
１
６

年

（
Ｏ
ｏ
〇
一
ｂ
（
Ｏ
（
０
７
‘
Ｆ
Ｏ

７

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

３

１
■
１
■
１
■
１
■
１
■
１
■
１
■

、
１
１
，
ｏ
）
２
０
０
２
１
■
７

年

一
Ｌ
ｏ
２
＾
ｏ
（
ｏ
（
ｏ
Ｆ
ｏ
ｑ
Ｕ

６

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
（
Ｕ
Ｏ

３

１
■
１
■
１
■
１
■
１
■
１
■
１
■

１
（
ｏ
１
■
４
［
ｏ
１
■
一
」
Ｕ
ｏ
リ

年

一
Ｌ
ｏ
’
ｏ
５
一
Ｌ
ｏ
（
ｏ
Ｆ
ｏ
４

５

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

３

１
■
１
■
１
■
１
■
１
■
１
■
１
■

１
ｏ
ｏ
４
０
９
一
Ｕ
４
Ｆ
ｏ
ユ

年

「
ｏ
４
’
〇
一
」
ｏ
（
ｏ
（
ｏ
８

４

Ｏ
Ｏ
Ｏ
（
Ｕ
Ｏ
（
）
Ｏ

３

１
■
１
■
１
■
１
■
１
■
１
■
１
■

１

１
！
１

計

５
７
７
５
５
０
２

２
２
年

一
」
０
「
〇
一
」
０
「
〇
一
」
り
「
０
Ｅ
Ｕ

和
２
６

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
（
Ｕ
Ｏ

１
■
１
■
１
■
１
■
１
■
１
■
１
↓

昭
～

１
令

才９
４
ｏ
Ｊ
４
ｏ
Ｊ
４

年の

数
一
↓
り
↓
４
一

母

総
１
５
２
０
２
５
３
０
３
５
４
０

　
○
値
た
の
し
比
略
性
省
生
で
出
の
に
る
め
あ
た
て
い
確
な
映
少
杯
に
カ
常
連
非
関
が
の
数
と
生
比
出
性
　
生
は
出
級
と
階
令
の
年
上
の
以
母
才
，

４
５
し
と
動
下
変
以
く
才
し
｝
著
が
て
令
つ
年
よ
の
に
母
埠
注
カ

比性生咄兄
立｛贋〃産出７表

７
‘
１
Ｑ
ｏ
２
＾
ｏ
８
９

晦千２
３
５
１
８
３
！
３
４
９
１
４
５

８
８
＾
ｏ
２

４
出

－
－
『
　
　
　
　
１

■
一

！
．
ｉ
ｌ

■
　
　
ｉ
１
，

■

）

ジ
咋

８
６
３
３
３
２
３

〃
Ｎ

Ｏ
０
１
１
３
４
８

３（

Ｑ
ｄ
４
３
７
１
０
５

年

「
ｏ
５
５
５
４
４
２

Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

４

１
■
■
■
１
■
１
■
１
■
１
■
１
■

１　
　
　
　
　
　
一
９
７
９
４
５
５
０

年

一
Ｌ
ｏ
５
［
ｏ
＾
ｏ
４
７
‘
ｏ
Ｊ

９

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

３

１
■
１
■
１
■
１
■
１
■
１
■
１
■

１
７
３
７
ｏ
ｏ
４
Ｑ
ｄ
ｏ
ｏ

年

５
５
５
（
ｏ
７
５
０

８

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
１

３

１
■
１
■

１

１
↓
１
■
１
↓
１
■

１１
５
’
ｏ
５
［
ｏ
（
）
ｏ
ｏ

年

（
ｏ
５
（
ｏ
（
ｏ
（
ｏ
８
（
ｏ

７

Ｏ
Ｏ
０
０
０
０
０

３

１
■
１
■
１
■
１
↓
１
■
１
■
１
■

ｏ
）
６
（
ｏ
２
７
１
８
０

年

［
ｏ
Ｆ
ｏ
（
ｏ
’
ｏ
「
ｏ
ｏ
ｏ
４

６

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
０
０

３

１
■
１
■
１
■
１
■
１
■
１
■
１
■

１
（
ｏ
５
８
２
０
’
ｏ
９

年

［
ｏ
５
［
ｏ
Ｆ
〇
一
」
Ｕ
（
ｏ
（
ｏ

５

（
）
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

３

１
■
■
■
１
■
１
■
１
■
１
■
１
■

１
８
９
７
‘
７
４
（
０
１
↓

年

一
Ｌ
ｏ
５
一
Ｌ
ｏ
〔
Ｕ
一
Ｌ
〇
一
Ｌ
ｏ
ｏ
ｏ

４

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

３

１
■
１
■
１
■
１
■
１
■
１
■
１
■

、
、

計

「
ｏ
５
＾
Ｕ
ｏ
６
Ｑ
一
Ｕ
３
２

２
２
年

一
」
Ｕ
一
」
ｏ
Ｆ
〇
一
」
ｏ
巨
Ｕ
一
」
リ
一
」
○

和
２
６

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
（
）
Ｏ
Ｏ

１
■
１
■
１
■
１
↓
１
■
１
■
１
■

昭
～

１
位

頂
１

』産

数
ｍ
２
３
４
５
６

出

総
第

含
　
略

を
　
省

胎
　
で

産
　
　
の

死
　
る

の
　
す

上
　
動

以
　
変

月
　
　
く

６
　
　
き

第
　
大

娠
　
　
て

妊
　
　
つ

　
　
よ

て
　
　
に

つ
　
沖

秘
肺

数
　
阯

の
　
生

児
　
出

た
　
　
く

し
　
　
な

産
　
少

出
　
が

の
　
数

母
　
生

じ
　
　
出

同
　
　
は

は
　
級

数
　
階

児
　
の

の
　
上

位
　
以

贋
　
児

産
。
７
た

出
む
第
し

１
）
　
　
２
）

注

　
　
　
　
一
四
〇
　
（
四
〇
〇
）

生
児
の
性
比
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
死
産

胎
を
除
い
た
出
生
の
順
位
と
出
生
児
の
性

比
と
の
関
係
を
み
る
時
、
三
四
年
の
出
生

性
比
が
第
三
児
か
ら
第
一
児
へ
か
け
て
低

く
な
る
点
を
除
い
て
は
、
両
者
の
関
係
は

出
産
順
位
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。

　
か
く
て
母
の
年
令
、
出
産
順
位
が
若
い

程
出
生
性
比
が
高
い
と
い
う
関
係
は
最
近

の
わ
が
国
の
統
計
で
は
確
認
さ
れ
得
な
い

．
の
で
あ
る
。

　
（
１
）
　
厚
生
省
統
計
調
査
部
編
『
昭
和
二
六

　
　
　
年
人
口
動
態
統
計
』
上
巻
、
四
五
べ

　
　
　
－
ジ
。

出
生
性
比
と
推
測

統
計
理
論

以
上
五
節
に
わ
た
っ
て
わ
が
国
の
出
生



性
比
の
上
昇
を
説
明
し
そ
の
要
因
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
統
計
資
料
に
１
よ
っ
て
検
討
し
た
の
で
あ
る
が
、
出
生
性
比
を
規
定
す
る
要

因
は
多
様
で
あ
り
且
っ
そ
の
作
用
は
極
め
て
複
雑
で
あ
る
の
で
、
個
々
の
要
因
の
作
用
を
統
計
的
に
明
確
に
確
認
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
の
で
あ
る
・
理
論
的
に
想
定
さ
れ
た
事
柄
が
実
際
の
統
計
資
料
に
よ
っ
て
直
ち
に
証
明
さ
れ
得
な
い
こ
と
は
杜
会
統
計
に

お
い
て
は
し
ぼ
し
ぼ
遭
遇
す
る
と
こ
ケ
で
あ
っ
て
、
極
め
て
複
雑
な
現
実
を
単
純
化
さ
れ
た
理
論
的
図
式
と
比
較
す
る
た
め
に
・
は
、

種
々
の
標
識
の
組
合
せ
を
用
い
て
群
分
げ
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
よ
り
純
化
さ
れ
た
統
計
資
料
に
よ
ら
ね
ぼ
な
ら
な
い

の
で
あ
る
・
出
生
性
比
の
場
合
も
死
産
統
計
の
精
度
の
向
上
の
問
題
と
共
に
、
多
く
の
標
識
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
よ
り
純
粋
の
統

計
資
料
が
得
ら
れ
る
な
ら
ぼ
、
理
論
的
に
考
え
ら
れ
た
事
柄
が
統
計
的
に
明
確
に
証
明
さ
れ
得
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
筆

者
に
と
っ
て
興
味
が
あ
る
の
は
出
生
性
比
の
上
昇
要
因
の
解
明
よ
り
も
む
し
ろ
、
今
ま
で
杜
会
統
計
に
お
げ
る
唯
一
の
恒
常
的
な
法

則
と
さ
れ
て
き
た
出
生
性
比
の
値
が
杜
会
経
済
的
条
件
の
変
化
に
よ
っ
て
移
動
し
、
杜
会
に
お
い
て
は
自
然
の
よ
う
な
長
期
に
わ
た

る
恒
常
性
は
あ
り
得
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
今
一
っ
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
短
期
的
に
・
は
極
め
て
安

定
的
な
出
生
性
比
の
年
々
の
変
動
も
推
測
統
計
理
論
の
図
式
に
完
全
に
は
適
合
し
な
い
こ
と
で
あ
つ
て
、
杜
会
の
現
実
に
対
し
て
推

測
統
計
理
論
の
適
用
が
い
か
に
困
難
で
あ
る
か
の
一
っ
の
例
証
が
得
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
次
に
そ
れ
を
説
明
し
て
本
稿
の
む
す
び

と
し
よ
う
。

杜
会
統
計
で
は
杜
会
的
、
蛋
的
お
よ
び
自
然
的
諸
条
件
か
ら
客
観
的
に
集
団
と
し
て
崇
さ
れ
て
存
在
す
る
集
団
現
象
の
特
定

の
時
所
に
お
け
る
大
き
さ
、
構
造
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
場
合
（
記
述
的
認
識
目
標
）
と
、
資
料
が
表
わ
す
特
定
の
時
所
を
越
え
て

妥
当
す
る
一
般
的
・
規
則
要
特
讐
集
団
観
察
一
差
は
大
数
観
察
一
の
方
法
に
よ
つ
て
解
明
せ
ん
と
す
る
場
合
一
推
測
的
認
識
目

標
）
と
が
あ
る
・
後
の
推
測
目
標
の
場
合
に
は
大
数
法
則
の
作
用
が
方
法
論
的
な
基
礎
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
推
測
統
計
理

　
　
　
　
わ
が
国
の
出
生
性
比
の
上
昇
に
つ
い
て
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
一
　
（
四
〇
一
）
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立
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三
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併
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４
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２
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１
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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数
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伽
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に
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２
●
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７
●
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●
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●
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■
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●

３１１
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５３１

８３１１

６
●

８９

２
●

５１

４
●

１１１

９
●

６９

５
■

４１

４
●

４１１

４
●

Ｏ０１

Ｏ
●

４１

３
●

４１１

９
●

８９

４
●

５１

Ｏ
●

９０１

３
●

３０１

７
●

５

２
●

６０１

９
●

４０１

３
●

１

値
値
大
小
最
最

ジンレ

れぞれそてめ合に区京下は区南ら囚京上
は
　
。
区
た
北
し
た
算
し
計
立
て
独
し，
と
』

離
区
書

分
京
計

り
下
統

よ
旧
市

年
　
，
都

３
０
区
京

和
京
『

昭
上
：

　
旧
料

注
　
　
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
二
　
（
四
〇
二
）

論
は
こ
の
大
数
観
察
の
結
果
の
精
度
を
観
定
す
る
手
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
出
生
性
比
の
安
定
性
は
大
数
法
則
の
作
用
の
実
際
的

説
明
の
最
適
例
と
し
て
多
く
用
い
ら
れ
て
き
た
。
今
出

生
数
が
多
く
な
る
に
従
っ
て
出
生
性
比
の
値
の
変
動
範

囲
が
ど
の
よ
う
に
小
さ
く
な
る
か
を
知
る
た
め
に
、
昭

和
二
六
－
四
〇
年
の
一
五
カ
年
問
の
全
国
と
京
都
市
お

よ
び
そ
の
行
政
区
別
の
出
生
性
比
の
度
数
分
布
と
レ
ソ

ジ
（
量
目
需
最
大
値
と
最
小
値
の
差
）
を
求
め
る
と
表
８

の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
出
生
数
が
二
－
四

千
の
各
行
政
区
で
は
出
生
性
比
は
九
六
－
一
一
五
の
問

の
値
を
と
っ
て
変
動
し
女
児
の
方
が
男
児
よ
り
も
多
い

年
す
ら
あ
り
、
レ
ソ
ジ
は
二
二
－
一
八
ポ
イ
ソ
ト
の
間

で
あ
る
が
、
出
生
数
が
約
二
万
の
京
都
市
で
は
出
生
性

比
は
一
〇
三
－
一
〇
九
の
問
で
変
動
し
レ
ソ
ジ
は
五
・

七
ポ
イ
ソ
ト
と
行
政
区
別
の
場
合
の
三
－
四
割
に
減
少

す
る
。
そ
し
て
出
生
数
一
八
○
万
の
全
国
で
は
出
生
性



比
の
値
は
一
〇
四
－
一
〇
六
の
問
に
あ
り
レ
ソ
ジ
は
一
・
三
ポ
イ
ソ
ト
で
京
都
市
の
二
三
劣
に
縮
少
す
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
色
々

な
標
識
で
グ
ル
ー
プ
分
げ
さ
れ
た
資
料
の
出
生
性
比
を
比
較
す
る
場
合
、
出
生
数
が
減
少
す
る
た
め
に
出
生
性
比
の
値
の
変
動
が
著

し
く
な
り
特
徴
的
な
差
異
を
正
確
に
表
わ
し
得
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
比
較
に
際
し
て
は
出
生
数
の
大
き
さ
に
注
意
を
払
わ

ね
ぼ
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
大
数
法
則
が
作
用
す
る
と
し
て
も
そ
の
資
料
に
推
測
統
計
理
論
の
確
率
論
的
図
式
が
十
分
よ
く
妥
当
す
る
と
は
限
ら
な
い

の
で
あ
る
。
今
問
題
の
現
象
に
作
用
す
る
諸
要
因
を
、
当
該
現
象
の
ど
の
事
例
に
対
し
て
も
同
様
に
作
用
す
る
要
因
の
複
合
（
一
般

的
原
因
複
合
）
と
、
個
々
の
事
例
に
よ
っ
て
作
用
が
異
な
る
要
因
の
総
体
（
特
殊
的
原
因
複
合
）
と
に
分
げ
た
場
合
、
後
者
の
作
用
が

完
全
に
ラ
ソ
ダ
ム
（
轟
邑
§
童
淳
書
）
で
あ
る
と
い
う
条
件
が
満
足
さ
れ
る
時
に
始
め
て
確
率
論
が
そ
の
現
象
に
対
し
て
妥
当
す
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
特
殊
的
原
因
複
合
が
偶
然
変
動
を
生
畦
し
め
る
の
は
、
現
象
に
と
っ
て
重
要
な
諸
要
因
が
す
べ
て
一
般
的
原
因

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

複
合
と
し
て
把
握
さ
れ
、
特
殊
的
原
因
複
合
は
識
別
し
得
な
い
多
く
の
微
細
な
要
因
の
み
か
ら
成
る
場
合
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
杜
会
現
象
で
は
一
般
的
原
因
複
合
そ
れ
白
体
が
時
々
刻
々
に
変
化
す
る
場
合
が
多
い
し
、
た
と
え
短
期
問
は
変
化
し
な
い

と
仮
定
し
得
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
一
般
的
原
因
複
合
の
解
明
が
十
分
に
行
な
わ
れ
そ
し
て
特
殊
的
原
因
複
合
が
確
率
変
動
を
生
ぜ

し
め
る
よ
う
に
な
る
と
こ
ろ
ま
で
現
象
の
理
論
的
分
析
が
深
め
ち
れ
、
更
に
そ
れ
に
見
合
っ
た
詳
細
な
統
計
資
料
が
得
ら
れ
る
こ
と

は
極
め
て
困
難
で
あ
っ
て
殆
ん
ど
不
可
能
な
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
出
生
性
比
の
場
合
は
自
然
的
要
因
に
よ
る
規

定
を
基
本
と
し
て
そ
れ
に
杜
会
的
、
歴
史
的
要
因
が
多
少
の
影
響
を
与
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
一
般
的
原
因
複
合
は
比
較
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
　
と

一
定
で
そ
の
変
化
の
テ
ソ
ポ
は
極
め
て
緩
慢
で
あ
り
、
従
っ
て
出
生
性
比
の
値
は
短
期
的
に
１
は
恒
常
的
で
あ
る
。
そ
し
て
干
支
の
迷

信
に
よ
る
人
為
的
な
撞
乱
を
除
け
ぼ
、
特
殊
的
原
因
複
合
の
作
用
は
十
分
に
偶
然
的
で
あ
っ
て
特
別
の
傾
向
を
も
た
な
い
と
考
え
ら

　
　
　
わ
が
国
の
出
生
性
比
の
上
昇
に
つ
い
て
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
三
　
（
四
〇
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
三
・
四
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
四
　
（
四
〇
四
）

れ
る
か
ら
、
出
生
性
比
の
年
々
の
値
は
確
率
的
な
変
動
を
な
し
安
定
的
で
あ
っ
て
よ
く
確
率
論
的
図
式
が
妥
当
す
る
叱
の
と
予
想
さ

れ
る
。
そ
れ
で
は
果
し
て
実
際
の
出
生
性
比
の
値
の
変
動
は
推
測
統
計
理
論
の
図
式
に
適
合
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
出
生
性
比
の
恒
常
性
、
安
定
性
を
推
測
統
計
理
論
に
よ
っ
て
説
明
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
出
生
性
比

は
女
児
の
出
生
数
を
一
〇
〇
と
す
る
男
児
の
出
生
数
の
比
率
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
こ
れ
を
出
生
総
数
に
対
す
る
男
児
の
出
生
数
の
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

成
比
率
力
に
換
算
す
る
。
そ
し
て
仮
想
の
無
限
母
集
団
に
お
い
て
男
児
が
生
れ
る
確
率
を
力
と
し
、
そ
れ
か
ら
得
ら
れ
た
出
生
を
〃

個
観
察
し
て
そ
こ
で
の
男
児
の
構
成
割
合
を
〆
と
す
る
と
、
グ
の
期
待
値
と
分
散
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
向
（
吋
、
）
１
１
吋

　
　
　
　
　
～
１
意

　
　
　
　
３
，
１
、
肩
「
↑
Ｈ
↓

そ
し
て
〃
が
十
分
大
き
い
時
は
グ
の
標
本
分
布
は
正
規
分
布
に
近
似
す
る
か
ら
、
区
問

　
　
　
　
一
工
乏
雅
…
乏
ご
　
　
　
３

の
問
に
九
九
％
の
〆
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
か
く
て
〃
が
大
き
い
場
合
は
、
男
児
出
生
の
確
率
が
力
で
あ
る
母
集
団
か
ら
得
ら

れ
た
刎
個
の
出
生
に
お
げ
る
男
児
の
割
合
グ
が
区
問
ｏ
り
の
間
に
あ
る
確
率
は
九
九
％
で
あ
り
、
区
間
ｏ
ｏ
の
外
部
の
値
を
と
る
確
率
は

一
％
に
す
ぎ
な
い
と
言
え
る
。
そ
し
て
ま
た
れ
個
の
出
生
の
観
察
を
一
回
だ
げ
で
は
な
く
多
数
回
繰
返
す
時
、
得
ら
れ
る
多
数
の
グ

の
値
は
殆
ん
ど
が
区
問
○
ｏ
の
問
に
あ
り
そ
の
外
部
に
出
る
も
の
は
非
常
に
少
い
（
一
老
程
）
で
あ
ろ
う
。
　
な
お
以
上
の
こ
と
を
構
成

比
率
力
で
は
な
し
に
出
生
性
比
Ｒ
に
よ
っ
て
表
わ
す
に
は
、
構
成
比
率
を
出
生
性
比
に
換
算
す
る
次
式
に
よ
っ
て
い
式
の
限
界
値

（
構
成
比
率
）
を
出
生
性
比
に
直
せ
ぱ
よ
い
。



　
　
　
　
干
Ｈ
奪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ

　
　
　
　
　
　
Ｈ
ｌ
吋

　
以
上
の
理
論
に
実
際
の
資
料
を
当
嵌
め
る
場
合
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
理
論
的
に
。
は
標
本
の
大
き
さ
仰
が
一
定
で
た
げ
れ
ぼ
た
ら

な
い
の
に
実
際
は
年
に
よ
っ
て
出
生
数
（
標
本
の
大
き
さ
）
が
変
る
こ
と
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
が
わ
が
国
の
場
合
の
よ
う
に
出
生
数
が

ニ
ハ
○
万
ま
た
は
二
〇
〇
万
前
後
と
い
う
多
数
の
時
に
は
、
出
生
数
の
変
化
は
旧
式
が
あ
ら
わ
す
確
率
九
九
％
の
区
問
に
殆
ん
ど
影

響
を
与
え
な
い
の
で
あ
る
。
　
例
え
ぼ
、
ま
ず
出
生
数
を
一
六
〇
万
と
し
（
こ
れ
は
明
治
四
〇
年
代
お
よ
び
昭
和
三
〇
年
代
の
出
生
水
準
で

あ
る
）
、
そ
し
て
明
治
三
八
－
四
〇
年
を
除
く
過
去
六
〇
カ
年
の
出
生
性
比
の
平
均
が
一
〇
四
・
九
五
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
表
２
参
照
）

母
集
団
の
出
生
性
比
を
一
〇
五
・
○
と
仮
定
す
る
と

　
　
　
　
Ｊ
韮
『
、
岬
、
、
、
、
ｊ
一
韮
一
二
－
一
。
。
、
・
泰
－
、
・
。
。
岬
、
、

　
　
　
　
・
匡
乏
中
；
婁
訴
室
、
蜆
、
。
。
心
。

か
く
て
確
率
九
九
劣
の
区
間
は
□
胃
．
Ｈ
Ｈ
ｏ
。
ぎ
胃
』
ｓ
“
〕
で
あ
り
、
こ
れ
を
出
生
性
比
に
換
算
す
る
と
〔
Ｈ
◎
卜
睾
一
Ｈ
冨
．
お
〕
と

雲
。
次
に
出
生
数
が
二
・
・
万
に
変
る
と
一
こ
れ
は
大
正
後
半
か
ら
昭
和
初
期
に
か
げ
て
の
出
生
水
準
で
あ
る
二
平
・
・
。
萎
一

と
な
り
、
故
に
確
率
九
九
劣
の
区
問
は
□
芦
－
８
栄
閉
Ｈ
．
。
。
Ｈ
Ｈ
“
〕
と
計
算
さ
れ
、
出
生
性
比
で
表
わ
す
と
〔
Ｈ
◎
ト
竃
一
Ｈ
ｏ
切
．
ｏ
．
ｏ
〕

で
あ
る
。
こ
れ
を
出
生
数
一
六
〇
万
の
場
合
と
比
較
す
る
と
、
出
生
性
比
の
値
を
小
数
第
一
位
に
丸
め
る
時
は
確
率
九
九
％
の
区
問

は
全
く
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
さ
て
以
上
の
計
算
か
ら
母
集
団
の
出
生
性
比
が
一
〇
五
・
○
の
場
合
は
、
ニ
ハ
○
１
二
〇
〇
万
の
出
生
に
お
げ
る
出
生
性
比
の
値

　
　
　
わ
が
因
の
出
生
性
比
の
上
昇
に
っ
い
て
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
五
　
（
四
〇
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
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七
巻
・
第
三
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四
合
併
号
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一
四
六
　
（
四
〇
六
）

は
九
九
劣
ま
で
が
区
間

　
　
　
　
〔
Ｈ
冒
．
９
Ｈ
冨
．
ｂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
◎
一

の
問
に
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
も
し
も
わ
が
国
の
出
生
性
比
の
値
の
変
動
が
十
分
に
偶
然
的
で
あ
る
な
ら
ぼ
、
以
上
の

こ
と
が
実
際
の
資
料
に
っ
い
て
妥
当
す
る
筈
で
あ
る
。
そ
こ
で
明
治
三
三
年
　
昭
和
四
〇
年
の
六
三
ヵ
年
の
出
生
性
比
の
う
ち
区
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
の
え
う
ま

に
幻
の
問
に
あ
る
も
の
を
調
べ
る
と
僅
か
二
四
個
（
三
八
・
一
完
）
に
す
ぎ
ず
、
　
ま
た
明
ら
か
に
丙
午
の
迷
信
に
よ
っ
て
異
常
な
値
に

な
っ
た
明
治
三
八
－
四
〇
年
を
除
い
て
計
算
し
て
も
、
六
〇
個
の
う
ち
二
四
個
（
四
〇
．
○
％
）
が
区
問
に
幻
の
間
に
あ
る
に
す
ぎ
な

い
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
戦
前
と
戦
後
で
出
生
性
比
の
水
準
に
違
い
が
あ
る
と
み
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
確
率
九
九

％
の
区
間
を
求
め
そ
れ
に
よ
っ
て
別
々
に
資
料
の
割
合
を
調
べ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
ま
ず
明
治
三
三
年
　
大
正
一
四

年
（
但
し
明
治
三
八
－
四
〇
年
を
除
く
）
の
出
生
性
比
の
平
均
値
一
〇
四
・
四
を
母
集
団
の
値
と
し
、
次
に
こ
の
期
問
の
出
生
数
は
一

四
〇
１
；
○
○
万
で
あ
る
が
便
宜
上
二
〇
〇
と
し
て
計
算
す
る
と
、
確
率
九
九
劣
の
区
問
は

　
　
　
　
ｎ
Ｈ
Ｏ
卜
９
Ｈ
◎
卜
。
・
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
と

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
期
問
の
二
三
個
の
資
料
の
う
ち
区
間
↑
ｏ
の
問
に
あ
る
も
の
は
一
五
個
で
六
五
・
二
％
に
す
ぎ
な
い
。
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
お
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
の
え
と
ら

し
迷
信
に
よ
る
撹
乱
が
大
正
三
年
（
五
黄
の
寅
）
と
大
正
一
四
年
（
丙
寅
の
前
年
）
に
も
顕
著
に
み
ら
れ
る
の
で
こ
の
二
ヵ
年
を
除
く

と
、
二
一
個
の
資
料
の
う
ち
一
五
個
（
七
一
・
四
％
）
が
区
間
↑
り
の
間
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
　
そ
し
て
更
に
明
治
三
三
－
三
七
年
は

若
干
水
準
が
高
く
、
し
か
し
明
治
三
二
年
以
前
の
資
料
が
な
い
の
で
こ
れ
の
位
置
付
げ
が
困
難
で
あ
る
が
、
今
仮
り
に
明
治
四
〇
年

代
か
ら
大
正
年
問
の
期
問
と
は
水
準
が
異
な
る
も
の
と
し
て
除
外
す
る
な
ら
ぼ
、
区
間
↑
り
の
問
に
は
ニ
ハ
個
の
う
ち
一
四
個
す
な
わ



ち
八
七
・
五
％
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
昭
和
一
－
一
八
年
は
出
生
性
比
に
。
上
昇
傾
向
が
あ
り
偶
然
変
動
は
明
ら
か
に
仮
定
し
得
な
い
た
め
に
除
い
て
、
昭
和
二
二
－

四
〇
年
に
つ
い
て
以
上
の
こ
と
を
調
べ
る
こ
と
に
す
る
。
昭
和
二
二
－
四
〇
年
の
出
生
性
比
の
平
均
値
一
〇
五
．
六
を
母
集
団
の
値

と
し
、
ま
た
こ
の
期
問
の
出
生
数
は
二
七
〇
１
一
六
〇
万
で
あ
る
が
便
宜
上
二
〇
〇
万
と
し
て
計
算
す
る
と
、
確
率
九
九
％
の
区
間
は

　
　
　
　
〔
Ｈ
冨
．
ド
Ｈ
畠
．
ｏ
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３

と
な
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
期
間
の
一
九
個
の
資
料
の
う
ち
区
間
伺
の
問
に
あ
る
も
の
は
一
四
個
で
七
三
・
七
％
で
あ
る
。
し
か
し
迷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
お
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ず
の
え
と
ら

信
に
よ
る
撹
乱
が
二
四
－
二
六
年
（
二
五
年
が
五
黄
の
寅
に
当
る
）
と
三
七
年
（
壬
寅
）
の
四
カ
年
に
認
め
ら
れ
る
の
で
そ
れ
を
除
く

　
　
　
　
　
　
　
ひ
の
え
う
ま

と
　
　
四
〇
年
は
丙
午
の
前
年
で
特
に
１
低
い
の
で
あ
る
が
九
九
％
の
区
間
の
内
部
に
あ
る
の
で
除
か
な
い
こ
と
に
す
る
　
　
一
五
個

の
資
料
の
う
ち
一
四
個
す
な
わ
ち
九
三
・
三
％
が
区
問
旧
の
問
に
あ
り
、
今
少
し
確
率
論
的
図
式
に
適
合
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
検
討
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
出
生
性
比
と
い
う
自
然
的
要
因
に
強
く
規
定
さ
れ
る
現
象
の
場
合
で
も
推
測
統
計
理
論
の

図
式
に
－
完
全
に
１
は
適
合
し
得
汰
い
の
で
あ
っ
て
、
故
に
特
殊
的
原
因
複
合
の
作
用
は
必
ず
し
も
確
率
変
動
を
生
ぜ
し
め
る
も
の
と
は

言
い
得
な
い
の
で
あ
る
。
か
く
て
推
測
統
計
理
論
の
実
際
的
適
用
は
、
現
象
生
起
の
条
件
に
対
し
て
人
為
的
に
実
験
的
管
理
の
可
能

な
場
合
に
始
め
て
よ
く
そ
の
機
能
を
果
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
こ
に
改
め
て
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
（
１
）
　
措
著
『
杜
会
統
計
学
要
説
』
昭
和
四
二
年
、
第
二
章
お
よ
び
措
稿
「
杜
会
統
計
に
お
け
る
母
集
団
の
意
義
」
、
『
立
命
館
経
済
学
』
第
二
一
巻
第
三

　
　
　
号
（
昭
和
三
八
年
八
月
）
、
三
－
七
ぺ
ー
ジ
参
照
。

　
（
２
）
　
前
掲
措
著
、
二
七
べ
ー
ジ
お
よ
び
前
掲
措
稿
、
一
一
－
二
ニ
ベ
ー
ジ
参
照
。

　
（
３
）
　
仮
想
の
無
限
母
集
団
に
ー
お
い
て
男
児
出
生
の
確
率
を
力
と
す
る
と
言
う
こ
と
は
、
出
生
性
比
に
作
用
す
る
一
般
的
原
因
複
合
が
一
定
で
あ
っ
て
変

　
　
　
化
な
く
特
殊
的
原
因
複
合
が
偶
然
的
、
確
率
的
変
動
を
も
た
ら
す
、
と
い
う
因
果
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
下
で
生
じ
得
る
で
あ
ろ
う
無
限
の
出
生
を
仮
想

　
　
　
わ
が
国
の
出
生
性
比
の
上
昇
に
つ
い
て
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
七
　
（
四
〇
七
）
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四
合
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一
四
八
　
（
四
〇
八
）

し
て
そ
れ
を
母
集
団
と
し
、
そ
こ
に
お
げ
る
男
児
の
割
合
を
力
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
無
限
母
集
団
を
想
定
す
る
の
は
、
有
限
個
の
出
生
の

場
合
は
い
か
に
観
察
数
が
大
き
く
と
も
特
殊
的
原
因
複
合
の
偶
然
的
な
撹
乱
作
用
が
男
児
の
比
率
に
多
少
と
も
残
存
す
る
と
考
え
ら
れ
、
観
察
を
無

限
に
拡
大
し
た
時
に
始
め
て
偶
然
的
掻
乱
が
完
全
に
消
去
と
れ
る
と
予
想
し
得
、
か
く
て
無
限
集
団
の
比
率
ク
が
純
粋
の
男
児
の
割
合
と
な
る
か
ら

で
あ
る
（
前
掲
措
著
、
一
九
九
べ
ー
ジ
お
よ
び
前
掲
措
稿
、
一
八
－
一
九
べ
－
ジ
参
照
）
。
　
こ
の
母
集
団
の
基
礎
に
仮
定
さ
れ
た
一
般
的
お
よ
び
特

殊
的
原
因
複
合
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
現
実
の
出
生
を
規
定
す
る
原
因
機
構
に
妥
当
す
る
限
り
に
お
い
て
、
実
際
に
ー
観
察
し
得
る
仰
個
の
出
生
は
こ
の
仮

想
の
無
限
母
集
団
よ
り
の
任
意
標
本
と
言
え
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
母
集
団
の
比
率
力
の
値
を
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

●
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